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行
政
改
革
に
つ
い
て
市

長
の
考
え
は
。

市
長

平
成

年
に
策
定

し
た
行
政
改
革
実
行
計
画
に

基
づ
い
て
着
実
に
進
め
る
。

財
政
基
盤
の
確
立
に
向

け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
の

考
え
は
。

市
長

財
政
健
全
化
計
画

に
基
づ
い
て
着
実
に
進
め
て

い
き
、
職
員
と
と
も
に
知
恵

を
絞
っ
て
目
標
達
成
に
向
け

て
取
り
組
ん
で
い
く
。

年
度
当
初
予
算
に
お

い
て
の
財
政
見
通
し
に
つ
い

て
の
認
識
は
。

市
長

こ
れ
ま
で
に
も
増

し
て
厳
し
い
財
政
状
況
が
続

い
て
い
く
と
予
想
す
る
。
予

算
効
果
が
早
く
あ
ら
わ
れ
る

よ
う
努
め
た
い
。

今
年
度
の
当
初
予
算
を

ど
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
て
い

る
の
か
。

市
長

任
期
の
最
終
と
な

る
総
仕
上
げ
の
年
で
あ
り
、

市
民
に
満
足
さ
れ
る
よ
う
に

進
め
て
い
き
た
い
。

税
収
等
の
財
源
確
保
に

向
け
た
具
体
的
な
取
り
組
み

に
つ
い
て
の
考
え
は
。

市
長

自
主
財
源
の
確
保

の
た
め
の
新
産
業
の
創
出
、

企
業
誘
致
、
遊
休
資
産
の
売

却
等
総
合
的
に
取
り
組
む
。

新
田
辺
草
内
線
の
道
路

整
備
と
近
鉄
新
田
辺
駅
東
側

の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
の

考
え
は
。

建
設
部
長

歩
行
者
の
安

全
確
保
の
観
点
か
ら
、
歩
行

者
と
車
道
の
分
離
を
図
る
た

め
北
側
に
歩
道
を
設
置
す
る

こ
と
を
優
先
的
に
考
え
、
国

庫
事
業
と
し
て
京
都
府
と
協

議
し
て
い
る
。
ま
た
、
駅
東

側
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

は
、
地
権
者
の
合
意
形
成
が

で
き
て
い
な
い
の
で
、
今
後

さ
ら
に
検
討
を
し
て
い
く
。

都
市
計
画
道
路
池
ノ
端

丸
山
線
の
事
業
着
手
に
向
け

た
見
通
し
に
つ
い
て
の
考
え

は
。建

設
部
長

京
田
辺
市
北

部
地
域
道
路
網
検
討
協
議
会

を
本
年
２
月
に
設
置
し
た
と

こ
ろ
で
あ
り
、
山
手
幹
線
交

通
利
用
の
動
向
や
、
第
二
京

阪
道
路
が
開
通
し
、
松
井
大

住
線
の
供
用
開
始
後
の
見
通

し
等
を
踏
ま
え
て
、
生
活
道

路
の
整
備
等
を
検
討
し
事
業

化
に
向
け
て
協
議
を
行
っ
て

ま
い
り
た
い
。

行政サービスを担う市役所庁舎
花摘みが楽しめる普賢寺菜の花畑

平
和
問
題
に
つ
い
て
、

憲
法
９
条
・
基
地
問
題
に
つ

い
て
の
基
本
認
識
を
問
う
。

市
長

憲
法
９
条
は
守
る

べ
き
。
沖
縄
県
民
に
大
き
な

日
本
共
産
党
京
田
辺
市
議
会
議
員
団

日
本
共
産
党
京
田
辺
市
議
会
議
員
団

（
増
富

理
津
子

議
員
）

（
増
富

理
津
子

議
員
）

負
担
を
強
い
て
い
る
基
地
に

国
が
全
力
で
取
り
組
む
べ
き
。

構
造
改
革

路
線
に

つ
い
て
市
長
の
認
識
は
。

市
長

市
場
原
理
の
導
入

の
も
と
、
規
制
緩
和
等
に
よ

り
景
気
回
復
に
寄
与
し
た
半

面
、
様
々
な
格
差
が
大
き
く

な
っ
た
こ
と
は
事
実
。

市
民
の
暮
ら
し
に
対
す

る
基
本
認
識
を
問
う
。

市
長

少
子
高
齢
化
と
長

期
化
す
る
経
済
不
況
に
よ
り
、

市
民
生
活
が
一
段
と
厳
し
さ

路線バスで老人福祉施設を
利用する市民

を
増
し
て
い
る
と
認
識
。

職
員
の
定
数
削
減
が
行

わ
れ
て
い
る
が
、
権
限
移
譲

や
住
民
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
に

ど
う
対
応
し
て
い
く
の
か
。

市
長

定
員
適
正
化
計
画

は
進
め
て
い
く
が
、
マ
ン
パ

ワ
ー
の
確
保
は
大
き
な
課
題

と
認
識
。行政

改
革
実
行
計
画

は
、
平
成

年
が
一
つ
の
締

め
く
く
り
。
進
行
中
の
計
画

２
８
２
件
中
に
は
、
公
共
施

設
の
指
定
管
理
や
保
育
料
問

題
な
ど
市
民
生
活
に
密
着
し

た
事
業
が
多
く
あ
る
。
計
画

が
適
切
な
の
か
見
直
し
、
中

止
も
含
め
検
討
す
べ
き
。

市
長

計
画
ど
お
り
、
勇

気
を
も
っ
て
取
り
組
む
。

都
市
計
画
税
の
税
率
引

き
下
げ
を
。

市
民
部
長

見
直
す
べ
き

時
期
が
近
づ
き
つ
つ
あ
る
と

認
識
。国

保
税
の
引
き
下
げ
を
。

市
民
部
長

臨
時
特
例
交

付
金
が
交
付
、
来
年
度
の
保

険
税
は
一
定
額
引
き
下
げ
る
。

留
守
家
庭
児
童
会
の
小

学
校
６
年
生
ま
で
の
拡
大
を
。

教
育
長

施
設
の
広
さ
も

あ
り
、
拡
大
は
困
難
。

新
バ
ス
運
行
に
際
し
、

高
齢
者
へ
の
負
担
軽
減
を
。

保
健
福
祉
部
長

バ
ス
に

よ
る
老
人
福
祉
施
設
利
用
者

に
、
運
賃
の
半
額
を
補
助
。

府
営
水
の
買
い
取
り
量

を
見
直
し
、
水
道
料
金
の
値

上
げ
、
消
費
税
上
乗
せ
は
す

べ
き
で
な
い
。

水
道
部
長

契
約
ど
お
り

買
い
取
る
。
調
整
基
金
枯
渇

の
場
合
、
料
金
改
定
が
必
要
。

今
後
、
消
費
税
の
転
嫁
も
。

一

新

会（
松
村

博
司

議
員
）

（
松
村

博
司

議
員
）

平
成

年
度
当
初
予
算

に
つ
い
て
。

市
長

子
育
て
の
環
境
整

備
、
地
域
づ
く
り
の
観
点
か

ら
、
今
や
ら
ね
ば
な
ら
な
い

事
業
で
積
極
型
予
算
と
な
っ

た
。

薪
地
区
、
一
休
寺
周
辺

の
開
発
問
題
、
上
流
域
で
宅

地
造
成
工
事
が
行
わ
れ
、
一

休
寺
の
景
観
や
薪
区
内
の
排

水
路
問
題
等
に
開
発
業
者
へ

の
指
導
は
。

建
設
部
長

一
休
寺
の
所

有
地
内
で
は
、
ほ
ぼ
眺
望
が

確
保
さ
れ
た
こ
と
を
確
認
。

河
川
排
水
路
も
地
元
と
協
議

し
バ
イ
パ
ス
水
路
を
作
る
こ

と
で
開
発
の
許
可
が
下
り
た

と
理
解
。

人
口
増
加
率
の
高
い
北

部
地
域
の
保
育
需
要
に
、
民

間
保
育
所
整
備
に
事
業
費
補

助
と
し
て
、
松
井
ケ
丘
保
育

園
の
山
手
地
域
へ
の
移
転
拡

張
を
支
援
、
現
行
定
員
１
２

０
名
か
ら
、
移
転
後
最
大
２

４
０
名
規
模
へ
拡
充
と
い
う
、

来
年
春
の
開
園
を
目
指
し
計

画
が
進
行
、
市
の
支
援
と
指

導
は
。

保
健
福
祉
部
長

今
後
５

年
間
に
お
け
る
子
育
て
支
援

を
総
合
的
に
推
進
す
る
た
め
、

次
世
代
育
成
計
画
を
策
定
中
。

市
北
部
の
人
口
増
加
の
状
況

等
を
踏
ま
え
、
こ
の
計
画
に

基
づ
き
各
事
業
を
積
極
的
に

推
進
し
た
い
。

本
年
４
月
か
ら
子
育
て

支
援
の
医
療
費
助
成
制
度
が

始
ま
る
、
対
象
者
へ
の
周
知

平成 年度予算書とその概要書

方
法
、
学
校
や

、
父

兄
や
家
族
へ
の
周
知
徹
底
は
。

保
健
福
祉
部
長

子
育
て

支
援
医
療
費
助
成
は
、
個
別

に
対
象
者
へ
通
知
す
る
予
定
。

大
震
災
時
に
避
難
場
所

と
な
る
学
校
や
地
域
の
公
民

館
等
へ
の
支
援
。
学
校
耐
震

改
修
工
事
は

年
度
を
め
ど

に
進
行
中
、
政
治
手
法
で
財

源
確
保
し
早
期
実
施
を
。

教
育
部
長

耐
震
診
断
整

備
が
必
要
な
分
館
公
民
館
は

９
館
あ
る
。
分
館
公
民
館
維

持
経
費
等
の
負
担
・
要
綱
に

基
づ
き
補
助
金
の
対
象
と
す

る
。
い
つ
地
震
が
起
こ
る
か

わ
か
ら
な
い
状
況
、
小
中
学

校
施
設
の
耐
震
補
強
大
規
模

改
修
を
行
っ
て
い
る
が
、
有

効
か
つ
必
要
な
制
度
を
活
用

し
財
源
確
保
に
努
め
る
。

年（平成 年） 月 日


